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豚コレラ対策に関する８県合同緊急要望の概要について 

 

 本日実施しました、江藤 拓 農林水産大臣への豚コレラ対策に関する８県合同緊急要望の概

要は、以下のとおりでした。 

  

１ 日時 

令和元年９月２０日（金） １３時３０分から１３時４５分 

 

２ 場所 

農林水産省 本館３階 大臣室（東京都千代田区霞が関１－２－１） 

 

３ 要望活動参加者 

・富山県 知事   石井 隆一  (いしい たかかず) 

・石川県 副知事   竹中 博康   （たけなか ひろやす） 

・福井県 知事   杉本 達治  (すぎもと たつじ)  

・山梨県 副知事   若林 一紀 （わかばやし かずのり）  

・長野県 知事   阿部 守一 （あべ しゅいち）  

・岐阜県 知事   古田 肇   (ふるた はじめ) 

・愛知県 農業水産局技監  金沢 輝芳 （かなざわ てるよし） 

・三重県 知事   鈴木 英敬 （すずき えいけい） 

 

４ 面談要旨 

豚コレラ感染が関東地方へ拡大したことを受け、豚コレ１ラの発生が確認された８県（富

山県、石川県、福井県、山梨県、長野県、岐阜県、愛知県、三重県）合同により、本日１３

時３０分から、江藤農林水産大臣に対し、豚コレラ対策に関する緊急要望を行いました。 

始めに、長野県の阿部知事から今回の要望項目である「飼養豚への緊急ワクチン接種」及

び「アフリカ豚コレラを踏まえた水際対策の強化」について説明し、続いて、各県知事から、

国の主導・責任によるワクチン接種の早期決断、実現可能で効果的な対策の速やかな実施な

どについて、それぞれ発言がありました。 

 

   〇要望項目 

・飼養豚への緊急ワクチン接種 

・アフリカ豚コレラを踏まえた水際対策の強化 

     



〇三重県知事の発言 

 ・三重県での発生農場は1農場であるが、４千頭強を殺処分し農家の不安感は大きい。 

 ・ワクチン接種は生産者の不安が払拭されるようスピード感をもって進めてほしい。 

   ・今すぐできること、時間がかかってもスピード感をもってやるべきことなどを、五月

雨方式ではなく対策の全体像が分かるように進めてほしい。 

 

各県知事からの発言を受けて、江藤大臣からは、 

・このあと開催する「農林水産省豚コレラ防疫対策本部会議」で議論のうえ、方針を発 

表したい。 

・私の一存で決めることは難しいが、過去にはワクチンを接種しており、接種豚を食べ 

ても問題はない。口蹄疫を経験しているので農家の皆さんの気持ちはよくわかる。皆

さんの努力にこたえるようワクチン接種を決めなければならない。 

という発言がありました。 

 

 

 
左から福井県知事、三重県知事、富山県知事、岐阜県知事、江藤農林水産大臣、宮下衆議院議員、長野県知事、末松事務次官 

 

 

 

左から山梨県副知事、石川県副知事、三重県知事、富山県知事、岐阜県知事、江藤農林水産大臣、宮下衆議院議員、長野県知事、福井県知事 

 

 


